
町の花
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町の木
サクラ

大学連携で田上町を活性化大学連携で田上町を活性化大学連携で田上町を活性化

「いざ全国へ！」「いざ全国へ！」

田上スポーツ協会
空手アカデミー（田上中学校）
全国大会へ出場

昼食

　　冷凍うどん…4玉　　レタス…小1玉

　　ミニトマト…8個　　きゅうり…1本

　オクラ…4本　　コーン缶…1缶

ツナマヨソース

　　ツナフレーク油漬け…1缶（140ｇ）

　　マヨネーズ…大さじ４　　すりおろし玉ねぎ…大さじ４

　しょうゆ…大さじ１　　酢又はレモン汁…大さじ１

作り方 ①うどんは、電子レンジにかけ解凍し水洗いする。

②レタスは食べやすい大きさにちぎり、きゅうりはせん切りに

　　する。オクラは熱湯にくぐらせ、うすい輪切りにする。

　　トマトは半分に切る。

③ツナマヨソースを作る。

　　ボウルに、汁気を切ったツナ缶を入れる。マヨネーズ、すり

　　おろし玉ねぎと調味料を入れて混ぜる。

④器に、うどん、野菜、コーンを盛り付け、ツナマヨソースをか

　　けていただく。

材料
（4人分）

★ツナマヨサラダうどん

みんなで取り組もう！ 田上の食育 役場保健福祉課 ☎57-6112

今年も暑い夏がやってきました。役場庁舎では今年もグリーンカーテンを実施しています。
すくすく育ったゴーヤがたわわに実っています。
採れたゴーヤは来庁された方からお持ち帰りいただける予定ですので、ぜひご賞味ください。

◆町県民税２期

◆国民健康保険税５期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（7月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,171
± 0

12,205
+ 1

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

夏休みのお昼の定番
メニューにどうぞ！
　　　　ももねより

【担当のコーナー】

【水分】

麦茶
【主食+主菜+副菜】

ツナマヨサラダうどん

【デザート】

桃のヨーグルトかけ
【副菜】

たたききゅうりの梅和え

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

  田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

　７月12日、19日、20日に近隣の大学との連

携協議会が開催されました。平成26年より新

潟薬科大学、新潟経営大学、新潟中央短期大

学と田上町で連携の協定を締結し、活動して

きました。今年度も各事業で連携を行ってお

り、会議では今後の連携の可能性を確認する

など活発な意見が交わされました。

2016

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ子育て応援

　今月は、上野地区食推が夏向きのレシピを紹介します。一皿で、主食・主菜

・副菜が食べられる、サラダ感覚のめん料理です。決めては、新鮮な野菜とす

りおろし玉ねぎが入ったツナマヨソースです。夏休みにお子さんと一緒に作っ

てみませんか。

夏バテ予防の三原則は、「きちんと食事」「適度な運動」

「十分な睡眠」です。暑さで食欲がわきにくい人もい

ると思いますが、朝食は必ずとるようにしましょう。

また、こまめな水分補給にも注意しましょう。
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び
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）

　
７
月
４
日
、
田
上
中
学
校
２
年
生
を
対

象
に
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
の
保
健
講
演
会

が
、
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
の
川
名
歯

科
医
院
　
院
長
川
名
豊
先
生
は
、
た
ば
こ

に
含
ま
れ
る
多
種
類
の
発
が
ん
性
物
質
や

依
存
性
の
高
い
ニ
コ
チ
ン
は
、
特
に
未
成

年
者
に
は
影
響
が
大
き
く
、
た
ば
こ
は
、

自
分
の
健
康
を
脅
か
す
だ
け
で
は
な
く
、

周
囲
の
大
切
な
人
の
健
康
ま
で
脅
か
し
て

し
ま
う
こ
と（
受
動
喫
煙
）な
ど
、
様
々
な

視
点
か
ら
喫
煙
防
止
の
重
要
性
に
つ
い
て

お
話
し
を
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
、

自
分
の
将
来
や
家
族
の
健
康
を
考
え
な
が

ら
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
町
の
死
亡
原
因
の
１
位
は
男
女
と
も
悪

性
新
生
物（
が
ん
）で
す
。
そ
の
中
で
も
、

肺
が
ん
に
よ
る
死
亡
は
近
年
増
加
傾
向
に

あ
り
、
町
で
は
、
未
成
年
者
へ
の
喫
煙
防

止
教
育（
保
健
講
演
会
）や
、
が
ん
検
診
の

受
診
率
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。
現
在
、

町
内
の
29
施
設
（
公
共
施
設
・
教
育
機
関

や
医
院
、
商
店
等
）
が
受
動
喫
煙
防
止
対

策
と
し
て
、
県
の
「
禁
煙
・
分
煙
宣
言
施

設
」
に
登
録
し
て
い
ま
す
。
煙
の
な
い
環

境
を
つ
く
る
た
め
に
、家
族
や
地
域
、
職
場

で
さ
ら
に
禁
煙
、
分
煙
へ
の
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

　
今
月
号
で
は
、
参
加
し
た
中
学
生
の
感

想
を
掲
載
し
ま
す
。

【
講
演
を
聞
い
て
、
理
解
し
た
事
や
感
想
】

男
子

・
講
演
会
で
、
映
像
や
写
真
を
見
て
、
た

　
ば
こ
の
知
識
を
改
め
て
得
て
、
体
に
悪

　
い
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

・
体
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
り
な
が
ら
死
ん
で

　
い
く
の
は
嫌
だ
。

・
自
分
が
吸
っ
て
い
な
く
て
も
、
周
囲
の

　
人
に
影
響
を
与
え
る
か
ら
吸
わ
な
い
方

　
が
い
い
。

・
祖
父
・
伯
母
に
「
長
生
き
し
て
ほ
し
い

　
か
ら
、
吸
っ
て
ほ
し
く
な
い
」
と
伝
え

　
た
い
。

女
子

・
た
ば
こ
に
は
、
発
が
ん
性
物
質
が
す
ご

　
く
多
く
入
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
い
。

・
た
ば
こ
を
吸
う
と
、
病
気
に
な
っ
て
つ

　
ら
い
思
い
を
す
る
か
ら
絶
対
吸
い
た
く

　
な
い
。

・
体
に
も
悪
い
し
、
将
来
子
ど
も
を
産
む

　
時
、
そ
の
子
に
も
影
響
が
あ
る
こ
と
が

　
分
か
っ
た
。

・
家
族
の
中
に
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
人

　
は
い
な
い
の
で
す
が
、
改
め
て
分
か
っ

　
た
こ
と
や
た
ば
こ
の
危
険
性
に
つ
い
て

　
も
う
一
度
家
族
と
話
し
合
い
た
い
と
思

　
っ
た
。
親
戚
の
中
に
は
、
吸
っ
て
い
る

　
人
が
い
ま
し
た
が
、
や
め
て
く
れ
た
の

　
で
良
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
た
ば
こ
の

　
危
険
性
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
て
い
き

　
た
い
。

・
両
親
が
た
ば
こ
を
吸
っ
て
い
る
の
で
や

　
め
て
ほ
し
い
と
思
っ
た
。

・
学
習
し
て
分
っ
た
こ
と
は
、
外
国
で
小

　
さ
い
子
が
吸
っ
て
い
た
こ
と
で
す
。
た

　
ば
こ
が
こ
の
世
の
中
に
売
っ
て
い
な
け

　
れ
ば
と
思
っ
た
。

・
た
ば
こ
を
吸
う
人
、
吸
わ
な
い
人
の
違

　
い
が
よ
く
わ
か
っ
た
。
肺
の
中
な
ど
、

　
体
中
に
が
ん
が
で
き
る
と
知
っ
て
、
怖

　
い
な
と
思
っ
た
。
家
族
や
周
り
の
人
が

　
も
し
吸
っ
て
い
た
ら
教
え
て
あ
げ
た

　
い
。

　
今
回
の
講
演
で
、
家
庭
内
で
も
た
ば

こ
に
つ
い
て
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
な

れ
ば
と
考
え
ま
す
。

　
次
号
は
、
田
上
中
学
校
２
年
生
対
象

に
実
施
し
た
講
演
会
前
と
講
演
会
後
の

た
ば
こ
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
報
告
し
ま
す
。

問
い
合
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せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
保
健
係
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新潟県知事選挙【10月16日執行】の

期日前投票立会人期日前投票立会人期日前投票立会人期日前投票立会人 を募集します！
　町選挙管理委員会では、選挙事務の公正性を確保するとともに選挙の啓発を図るため期日前

投票所の投票立会人を募集いたします。

■応募資格　町内に在住の選挙権を有する満18歳から75歳未満の方（昭和16年９月30

　　　　　　日以降生まれの方）※特に若年層の選挙に対する関心と投票率向上のた

　　　　　　め、若い世代の方を大募集します！

■期　　間　９月30日（金）から10月15日（土）まで

■募集人数　１日につき２人（延べ32人）

■立会場所　期日前投票所（役場１階　多目的会議室）

■立会時間　午前８時30分から午後8時まで

　　　　　　（昼食、夕食は選挙管理委員会で用意します。）

■募集期間　平成28年８月15日（月）から８月26日（金）まで

　受付時間　（ただし、平日の午前８時30分から午後５時15分まで）

■報 酬 等　日額10,600円（所得税を源泉徴収します。）

■応募方法　所定の申込書に必要事項を記載し、選挙管理委員会に提出してください。

　　　　　　申込書は役場総務課に用意してあります。

■そ の 他　(1) 長時間勤務のため、体調に不安のある方はご遠慮ください。

　　　　　　(2) 投票所内では、タバコは吸えません。

　　　　　　(3) 応募多数の場合は、抽選のうえ決定します。

　お問合せ先

　　　町選挙管理委員会事務局（総務課内） ＴＥＬ　５７－６２２２

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　５７－３１１２

　

【投票立会人】
　期日前投票所の投票立会人は、選挙権を有する方の中から、選挙管理委員会により１日２名ずつ

選任されます。主な仕事は、投票事務の執行が公正に行われるよう立ち会うことです。

選挙をもっと身近に感じるためにも

投票立会人をしてみませんか？

2広報  たがみまち 「　　　      」 8月号  ●3 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 8月号
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新潟県知事選挙【10月16日執行】の

期日前投票立会人期日前投票立会人期日前投票立会人期日前投票立会人 を募集します！
　町選挙管理委員会では、選挙事務の公正性を確保するとともに選挙の啓発を図るため期日前

投票所の投票立会人を募集いたします。

■応募資格　町内に在住の選挙権を有する満18歳から75歳未満の方（昭和16年９月30

　　　　　　日以降生まれの方）※特に若年層の選挙に対する関心と投票率向上のた

　　　　　　め、若い世代の方を大募集します！

■期　　間　９月30日（金）から10月15日（土）まで

■募集人数　１日につき２人（延べ32人）

■立会場所　期日前投票所（役場１階　多目的会議室）

■立会時間　午前８時30分から午後8時まで

　　　　　　（昼食、夕食は選挙管理委員会で用意します。）

■募集期間　平成28年８月15日（月）から８月26日（金）まで

　受付時間　（ただし、平日の午前８時30分から午後５時15分まで）

■報 酬 等　日額10,600円（所得税を源泉徴収します。）

■応募方法　所定の申込書に必要事項を記載し、選挙管理委員会に提出してください。

　　　　　　申込書は役場総務課に用意してあります。

■そ の 他　(1) 長時間勤務のため、体調に不安のある方はご遠慮ください。

　　　　　　(2) 投票所内では、タバコは吸えません。

　　　　　　(3) 応募多数の場合は、抽選のうえ決定します。

　お問合せ先

　　　町選挙管理委員会事務局（総務課内） ＴＥＬ　５７－６２２２

 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＦＡＸ　５７－３１１２

　

【投票立会人】
　期日前投票所の投票立会人は、選挙権を有する方の中から、選挙管理委員会により１日２名ずつ

選任されます。主な仕事は、投票事務の執行が公正に行われるよう立ち会うことです。

選挙をもっと身近に感じるためにも

投票立会人をしてみませんか？
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問い合わせ：町教育委員会生涯学習係  57-3114（田上町公民館）

　町では、青少年問題協議会を開き、各学校や警察署から協力をいただきながら子どもたちの夏休みの過ごし

方などについて意見交換をしています。青少年の健全な育成を図るため、今年は次の事に取り組んでいますの

で、以下に紹介します。

　幼・小・中と連携をしながら「田上の12か年教育」を進めるとともに、ＰＴＡ・地域・産業界等で組織す

る「田上町キャリア教育推進協議会」を開催し、子どもの発達段階に応じた取り組みを進めることで、確か

な学力・豊かな人間性・健康・体力の養成を図り、自立への基礎をつちかいます。

①「家庭の日」の推進

　護摩堂山早朝ハイキングを実施しています。（４月～10月の第３日曜日）

②子どもゆうゆう教室の開催（月１回）

　レクリエーション、自然体験、創作活動、ボランティア等を通じて仲間づくりと生きる力を育みます。　

③家庭教育セミナーの開催

　子どもの心理や心身の成長にあたっての親の関わり方や果たすべき役割などについて学ぶ機会を提供して

　います。

④心身障がい児への療育相談、指導

　就学前の児童と保護者で、心身の発育発達に不安を持つ方を対象に相談業務や療育指導（ひまわりの会）

　を実施しています。

⑤我が家の約束「標語づくり」

　家庭のきずな、ルールといった基本的な生活習慣を親子で話し合い、標語に表し実践することで、明るい

　家庭づくりを推進しています。

⑥「田上町のアウトメディアウィーク」の実施

　家族のだんらんやコミュニケーションの時間を作ることを目的とし、町ＰＴＡ連絡協議会が中心になり、

　園児と小、中学生のいる家庭を対象に電子メディアに接する時間を減らすことを目的に実施しています。

①「板橋区成増地区・田上町児童交流会」の開催（８月19日～21日）

　スポーツ、レクリエーションを通じて相互の地域理解と友情を深めることを目的に田上町を会場に交流会

　が行われ、田上ベースボールクラブ（スポーツ少年団）が参加します。

②社会参加活動の促進

　青少年の主体性、協調性を育てることを目的に、国立妙高青少年自然の家において夏休み期間中（８月５

　日～７日）、研修会を実施します。

③スポーツ活動の支援

　スポーツ活動は健全な心と体を育てるため重要な役割を果たしており、今後ともスポーツ少年団などを支

　援していきます。

④「わたしの主張三条地域地区大会」の開催（８月18日）

　三条市、燕市、加茂市、田上町、弥彦村の中学生が日頃考えている意見を発表する機会を提供し、青少年

　の健全育成に対する理解を深める目的で、三条地域振興局との共催により、弥彦総合文化会館で開催され

　ます。

⑤体験活動支援センターの活用

　平成16年度から青少年の体験活動支援や家庭教育の充実などを目的に町公民館内に「体験活動支援センタ

　ー」を設置しています。このセンターは、体験活動や奉仕活動に関する相談や情報収集、情報発信などを

　行っています。児童生徒の体験活動に役立つ情報提供・コーディネートができるよう心がけ、多くの方か

　ら利用してもらえるよう啓発活動なども行っています。

⑥各地区の生涯学習活動への支援（地区公民館活動補助）

　地区で行われる生涯学習活動により多くの青少年が参加し、明るい地域づくりの推進が図れるよう、活動

　費の一部を補助しています。

①児童生徒への心のケア

　学校生活に適応できない児童生徒に対し、集団生活への適応指導、カウンセリング、学習指導、体験活動

　等を組織的かつ計画的に実施することで、自立や集団生活への適応を促します。また、不登校児童生徒の

　訪問指導も実施しています。県では「いじめ見逃しゼロ県民運動」を展開していますが、町としても各学

　校においてふれあい集会、あいさつ強調月間、規律強化週間等を行うほか、中学校区で「いじめ見逃しゼ

　ロスクール集会」（11月４日）を開催します。

②幼児児童生徒の安全確保に関する対応

　各地域の連携、協力による防犯パトロールなどにより登下校時の安全確保に努めています。

③不審者情報の提供

　加茂・田上学警連との連携により、地区内をはじめとした不審者発生事案情報を直ちに各学校、幼児園等

　に提供し、安全指導の強化と徹底を図っています。また、これらの情報は携帯メールで情報を配信してい

　ます。

④虐待防止ネットワークの充実

　県、町、関係行政機関等が連携し、単なる情報連絡の場にとどまらず、個々のケースの解決につながるよ

　う虐待防止ネットワークの充実を図っています。

①青少年の非行問題に取り組む全国強調月間

　青少年を取り巻く社会環境実態調査を実施しました。

②社会を明るくする運動

　これはすべての国民が犯罪や非行の防止、罪を犯した人たちの更生について理解を深め、それぞれの立場

　で力を合わせ、犯罪や非行のない明るい社会を築こうとする全国的な運動です。田上町では10月５日に、

　町、社会を明るくする運動田上町実施委員会、田上中学校ＰＴＡ厚生部の主催で、お笑い集団ＮＡＭＡＲ

　Ａより江口歩氏を講師としてお招きし、「コミュニケーション発信力」と題した講演会を開催します。

田上町青少年健全育成
総合対策の取り組みを紹介
田上町青少年健全育成

総合対策の取り組みを紹介
田上町青少年健全育成

総合対策の取り組みを紹介

　竹の友幼児園内の子育て支援センターにて、子育て相談所を開設しています。

1．田上の12か年教育の推進

２．健全な家庭づくりの推進と子育ての支援

６．青少年を取り巻く社会環境の整備と非行防止活動の推進

５．相談体制の充実

４．いじめ、不登校、暴力行為、子どもの安全確保等への
   総合的な取り組みの推進

３．青少年の社会参加活動の推進及び地域の青少年育成への支援

1．田上の12か年教育の推進

２．健全な家庭づくりの推進と子育ての支援

６．青少年を取り巻く社会環境の整備と非行防止活動の推進

５．相談体制の充実

４．いじめ、不登校、暴力行為、子どもの安全確保等への
   総合的な取り組みの推進

３．青少年の社会参加活動の推進及び地域の青少年育成への支援
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バスの乗り方教室を開催しましたバスの乗り方教室を開催しました

第４２回　田上夏まつり開催

今月のサポーター養成講座

第４２回　田上夏まつり開催

　６月25日、ゆうゆう教室で、「バスの乗り方教室」が開催さ

れ、田上小学校、羽生田小学校から、56名が参加し、バスを借

りて、初めてバスを利用する方向けの、乗り方の教室が行われ

ました。まず、原ヶ崎交流センター駐車場で、バスの運転手さ

んから、バスの乗り方を教えてもらいました。その後、実際に

路線バスを利用し、加茂山公園まで移動。普段利用者が少ない

路線バスですが、今回は元気な子どもたちがたくさん乗車し、

運転手や乗客のみなさんもチョット驚き気味！参加した児童か

らは、「バスの乗り方がわかったので、今度は友だちと乗ってみ

たい。」と感想が聞かれました。みなさんもバスに乗ってお出か

けしてみませんか？

全国大会出場おめでとう

2ヶ月児学級

今月のサポーター養成講座

　町では、生後２か月のお子さんを対象

に「２か月児学級」を行っております。

　この学級では子育ての楽しさや心配

事・悩みなどをお母さんたちが共有して、

気持ちをリラックスして子育てができる

よう応援しています。

　写真は、６月に開催された２か月児学

級に参加して頂いたお母さんと赤ちゃん

です。４月生まれの赤ちゃんは４人でし

たが、当日は３組の参加でした。すくす

く元気に育ってくれることをお祈りして

います。

　保明嶋地区のみなさんより「認知症

サポーター養成講座」を受講していた

だきました。認知症の方はもちろんの

こと介護されている家族へも声をかけ

ることで、１人でないと思えて心強く

なるものです。

　みなさんも認知症について正しい理

解・接し方を学んでみませんか？講座

についてのお問い合わせは地域包括支

援センター☎５７－６２２０までご連

絡ください。

　７月24日、夏の風物詩ともいえる夏まつりが

開催されました。子どもみこしでは、各町内や

地域の力作ぞろいが会場を盛り上げ、その後、

町の食推キャラクター「田上レンジャー」とＪ

Ａにいがた南蒲のマスコット「なんかん育ち」

が登場し、子どもたちと一緒に踊りを披露して

いました。

　また、近隣大学との連携により、新潟経営大

学、新潟薬科大学の学生により、ゲームや化学

実験などのイベントも開催されました。

　今年度、青海区自治会と後藤自治会が助成の決定を受け、

コミュニティ活動の備品を整備しました。それぞれの公民館

にエアコンなどが整備されたことにより、コミュニティ活動

がより一層深まることが期待されます。

【コミュニティ助成とは】

（一財）自治総合センターが宝くじの社会貢献広報事業とし

て、集会施設やコミュニティ活動の整備などに対して助成を

行い、地域のコミュニティ活動の充実・強化を図ることで、

地域社会の健全な発展と住民福祉向上の寄与するために行わ

れています。

①母の名前　　②赤ちゃんの名前・読み方　　③名前の由来など

「老いも若きも声かけ合う」

※表紙写真（左から）
　　唐木沢光さん、渡辺そらさん、井上笑美子さん、中野彩華さん、石沢莉乃さん、山川琳子さん

①須佐　圭子
②萌未（ほのか）
③画数で選んだ２つの候補から
　長女が決めました。

①坂内　奈津美
②志優（しゅう）
③上の子と同じ漢字をつかった。
　優しい子になってほしい。

①丸山　恭子
②日朗（にちろう）
③「日」はもともと決めていて、
　「朗」は満月に産まれたので。

コミュニティ助成事業　宝くじ助成でコミュニティ活動に
必要な備品を整備しました

2016少林寺拳法全国大会　組演武女子三段以上の部

　車　谷　　　唯さん（羽生田）

　「今回出場する大会では、三段以上の部ということで、

　上位の選手との対戦となりますが、頑張って勝利を狙

　います。」

第24回全国中学生空手道選手権（表紙写真）

　田上町スポーツ協会空手アカデミー（田上中学校）

　　今年の３月に田上町スポーツ協会が設立し、小学校

　中学校とも連携し、スポーツのできる環境作りに取り

　組んできました。昨年空手アカデミーが開講し、田上

　中学校の部活動の補完的な取り組みとして活動してお

　り、この度全国大会に出場となりました。
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

１１/１９（土） １４,８００円 昼の部公演コンサートチケット・昼食付

９/２４（土） ９,８００円 イルミネーション入場券・夕食付

ＪＡにいがた南蒲旅行センター☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第 号 全国旅行業協会会員 FAX0256-45-7730
総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

※ＪＴＢ旅行券使えます。第２・４土曜日営業始めました。ご来店お待ちしております。

お申込み・お問い合せは

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

バスで行く氷川きよしコンサートツアー

ＪＡにいがた南蒲 特別企画 日帰りバスツアー

アパリゾート上越妙高イルミネーション
旬の花咲く黒姫高原 と 約１００種類の信越最大級のディナーバイキングも楽しみ

IN 新潟県民会館 みんなで、きよしくんを見に行こう♪

有
料
広
告

有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222
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測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ14時30分～

測定日時
7月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月
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ヤ
ル
）

　
ま
た
は
☎
０
２
５
―
２
８
３
―
９

　
１
１
０

・
女
性
被
害
１
１
０
番

　☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
８
９
０

・
加
茂
警
察
署
相
談
室

　☎
52
―
０
１
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
警
察
署

　
　☎
52
―
０
１
１
０

　
社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
生

活
困
窮
者
に
対
し
て
、
利
用
者
負
担

を
軽
減
す
る
事
業
で
す
。

▽
対
象
　
次
の
用
件
を
す
べ
て
満
た

　
す
方
。
①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯

　
で
１
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

　
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し

　
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。
②
預
貯

　
金
や
有
価
証
券
等
の
額
が
単
身
世

　
帯
で
３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１

　
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

　
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

　
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と
。

　
④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶

　
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。（
市
町
村

　
民
税
の
扶
養
控
除
や
、
医
療
保
険

　
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
な
ど
）

　
⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

　
い
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　☎
57
―
６
１
１
２

▽
募
集
職
種
　
介
護
職
員
（
嘱
託
職

　
員
）
１
名

▽
応
募
資
格
　
介
護
職
員
初
任
者
研

　
修
終
了
ま
た
は
ホ
ー
ム
へ
ル
ー
パ

　
ー
２
級
以
上

▽
雇
用
期
間
　
平
成
28
年
９
月
１
日

　
～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
更
新
あ

　
り
）

▽
業
務
内
容
　
生
活
支
援
、
身
体
介

　
護
な
ど
（
夜
勤
あ
り
）

▽
報
酬
　
月
額
15
万
３
８
０
０
円

▽
諸
手
当
　
通
勤
手
当
、
夜
勤
手
当

▽
選
考
方
法
　
面
接
試
験
（
日
時
は

　
後
日
通
知
）

▽
応
募
方
法
　
履
歴
書
お
よ
び
資
格

　
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間
　
８
月
26
日（
金
）ま
で

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

　
　☎
34
―
１
０
１
０

消
費
生
活
移
動
相
談
室
開
設

普
通
救
命
講
習
会
開
催

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

　　　　　　　　介
護
職
員
募
集

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

　　利
用
者
負
担
軽
減
事
業

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

地
震
、風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

素
案
説
明
会
・
公
聴
会
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水回り、電気のことなら

TEL 57-2068　　FAX 57-2328

一級電気工事施工管理技士事務所

一級管工事施工管理技士事務所

志田電氣㈱

有
料
広
告

有
料
広
告

１１/１９（土） １４,８００円 昼の部公演コンサートチケット・昼食付

９/２４（土） ９,８００円 イルミネーション入場券・夕食付

ＪＡにいがた南蒲旅行センター☎0256-45-7300
新潟県知事登録旅行業 第 号 全国旅行業協会会員 FAX0256-45-7730
総合旅行業取扱管理者 田伏 司・徳永芳

※ＪＴＢ旅行券使えます。第２・４土曜日営業始めました。ご来店お待ちしております。

お申込み・お問い合せは

ＪＡにいがた南蒲旅行センター 検索

バスで行く氷川きよしコンサートツアー

ＪＡにいがた南蒲 特別企画 日帰りバスツアー

アパリゾート上越妙高イルミネーション
旬の花咲く黒姫高原 と 約１００種類の信越最大級のディナーバイキングも楽しみ

IN 新潟県民会館 みんなで、きよしくんを見に行こう♪

有
料
広
告

有
料
広
告

 

問い合わせ：役場総務課庶務防災係　　57-6222

0.076 

0.078 

0.080 

0.070 

0.076 

0.074 

0.076 

0.070 

地上１ｍ

地上50cm

地上10cm

底面10cm

駐車場

側溝

通常の測定範囲内(0.016～0.16マイクロシーベルト/毎時)
測定結果（マイクロシーベルト/毎時）

天　候測定場所

田上町役場 晴れ14時30分～

測定日時
7月19日

放射線測定結果をお知らせします

今月 先月

■測定結果（通常の範囲内でした）

　
「
商
品
の
購
入
等
に
よ
る
ト
ラ
ブ

ル
」
「
借
金
・
ロ
ー
ン
」
「
訪
問
販

売
」
等
で
お
困
り
の
方
を
対
象
に
、

弁
護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
開
催

し
ま
す
。

　
必
ず
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い

し
ま
す
。

▽
日
時
　
９
月
11
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
会
場
　
田
上
町
役
場

▽
定
員
　
先
着
６
名

▽
申
込
方
法
　
９
月
８
日
（
木
）
ま

　
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

　
い
。

※
１
人
あ
た
り
の
相
談
時
間
は
１
時

　
間
以
内
で
す
。
ま
た
、
秘
密
は
固

　
く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
町
民
課
住
民
係

　
　☎
57
―
６
１
１
５

　
９
月
９
日
は「
救
急
の
日
」で
す
。

加
茂
地
域
消
防
本
部
で
は
、
「
救
急

医
療
週
間
（
救
急
の
日
を
含
む
、
日

曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の
１
週
間
）」

に
普
通
救
命
講
習
会
を
行
い
ま
す
。

「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」

　
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
、
応
急
手
当
の

方
法
な
ど
を
習
得
し
て
、
も
し
も
の

場
合
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

▽
日
時
　
９
月
11
日
（
日
）

　
午
前
９
時
～
正
午

▽
会
場

　
加
茂
地
域
消
防
本
部
　
会
議
室

▽
募
集
人
員
　
20
名
程
度

▽
応
募
締
切
　
９
月
３
日
（
土
）

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
本
部
警
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
防
災
の
準
備
は
万
全
で
す
か
？

①
備
蓄
品
を
準
備

　
飲
料
水（
１
人
１
日
３
リ
ッ
ト
ル
）、

食
料
品
は
３
日
分
の
準
備
が
目
安
で

す
。
３
日
間
し
の
げ
ば
救
援
物
資
が

到
着
し
ま
す
。
災
害
発
生
後
の
数
日

間
は
自
足
で
き
る
よ
う
に
、
缶
詰
や

レ
ト
ル
ト
食
品
な
ど
の
非
常
食
を
備

置
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
非
常
持
ち
出
し
品
を
準
備

　
避
難
所
な
ど
へ
の
と
っ
さ
の
移
動

の
時
、
必
要
な
物
を
素
早
く
準
備
す

る
の
は
大
変
で
す
。
家
族
構
成
を
考

え
て
必
要
な
分
だ
け
用
意
し
、
す
ぐ

に
取
り
出
せ
る
場
所
に
保
管
し
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
め
が
ね
、
入
れ
歯
は
避
難
の
際
、

　
特
に
必
要
で
す
。

・
現
金
、
印
鑑
、
預
金
通
帳
、
保
険

　
証
な
ど

・
携
帯
ラ
ジ
オ
、
懐
中
電
灯
、
予
備

　
電
池
、
ろ
う
そ
く
、
ラ
イ
タ
ー

・
普
段
飲
ん
で
い
る
薬
、
救
急
医
薬

　
品

・
缶
詰
、
乾
パ
ン
、
ビ
ス
ケ
ッ
ト
、

　
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー

・
缶
切
り
、
割
り
箸
、
軍
手
、
雨
具
、

　
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
生

　
理
用
品
、
紙
お
む
つ
な
ど

③
家
族
で
防
災
会
議

　
家
の
周
囲
の
危
険
個
所
を
家
族
全

員
で
認
識
し
、
災
害
に
応
じ
た
避
難

経
路
や
避
難
場
所
、
家
族
が
離
れ
ば

な
れ
に
な
っ
た
と
き
の
連
絡
方
法
や

安
否
確
認
の
手
段
な
ど
、
普
段
か
ら

話
し
合
っ
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
高
齢
者
や
乳
幼
児
が
い
る
場
合

は
、
保
護
担
当
者
を
決
め
る
な
ど
役

割
分
担
を
決
め
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
す
。

　
災
害
時
に
は
Ｎ
Ｔ
Ｔ
の
災
害
用
伝

言
ダ
イ
ヤ
ル
（
１
７
１
）
や
、
携
帯

電
話
各
社
が
行
う
災
害
用
伝
言
板
な

ど
を
利
用
す
る
こ
と
で
安
否
確
認
が

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
地
域
消
防
本
部
警
防
課

　
　☎
52
―
１
７
７
０

　
県
で
は
、
県
央
圏
域
の
広
域
都
市

計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案
説
明

会
と
公
聴
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し

ま
す
。

　
広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

と
は
、
県
内
を
７
つ
の
県
域
に
分
け

た
広
域
的
な
都
市
づ
く
り
の
方
針
を

示
す
も
の
で
す
。

▽
日
時

・
素
案
説
明
会
　
８
月
25
日
（
木
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

・
公
聴
会
　
10
月
４
日
（
火
）

　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

▽
会
場
　
嵐
南
公
民
館
（
三
条
市
南

　
四
日
町
）

▽
公
述
の
申
出

　
素
案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
方
は
、

　
公
述
申
出
期
限
ま
で
に
意
見
の
要

　
旨
・
理
由
、
氏
名
、
住
所
、
電
話

　
番
号
を
記
載
し
た
知
事
あ
て
の
書

　
面
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
（
様

　
式
は
自
由
で
す
）

▽
公
述
の
申
出
期
限

　
９
月
14
日
（
水
）
ま
で

▽
申
出
先

　
県
三
条
地
域
振
興
局
地
域
整
備
部

　
役
場
地
域
整
備
課

▽
公
聴
会
の
傍
聴
　
公
聴
会
は
公
開

　
で
行
い
、
傍
聴
者
の
定
員
は
、
60

　
名
で
す
。
※
公
述
の
申
出
が
な
い

　
場
合
、公
聴
会
は
開
催
し
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
県
土
木
部
都
市
局
都
市
政
策
課

　☎
０
２
５
―
２
８
０
―
５
４
２
９

　
警
察
で
は
、
犯
罪
等
に
よ
る
被
害

の
防
止
等
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
て

い
ま
す
。

▽
電
話
に
よ
る
相
談

・
警
察
本
部
警
察
相
談
室

　
＃
９
１
１
０
（
短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
）

　
ま
た
は
☎
０
２
５
―
２
８
３
―
９

　
１
１
０

・
女
性
被
害
１
１
０
番

　☎
０
２
５
―
２
８
１
―
７
８
９
０

・
加
茂
警
察
署
相
談
室

　☎
52
―
０
１
１
０

▼
問
い
合
わ
せ

　
加
茂
警
察
署

　
　☎
52
―
０
１
１
０

　
社
会
福
祉
法
人
が
提
供
す
る
介
護

保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
生

活
困
窮
者
に
対
し
て
、
利
用
者
負
担

を
軽
減
す
る
事
業
で
す
。

▽
対
象
　
次
の
用
件
を
す
べ
て
満
た

　
す
方
。
①
年
間
収
入
が
単
身
世
帯

　
で
１
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１
人

　
増
え
る
ご
と
に
50
万
円
を
加
算
し

　
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。
②
預
貯

　
金
や
有
価
証
券
等
の
額
が
単
身
世

　
帯
で
３
５
０
万
円
、
世
帯
員
が
１

　
人
増
え
る
ご
と
に
１
０
０
万
円
を

　
加
算
し
た
額
以
下
で
あ
る
こ
と
。

　
③
日
常
生
活
に
供
す
る
資
産
以
外

　
に
活
用
で
き
る
資
産
が
な
い
こ
と
。

　
④
負
担
能
力
の
あ
る
親
族
等
に
扶

　
養
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
。（
市
町
村

　
民
税
の
扶
養
控
除
や
、
医
療
保
険

　
の
扶
養
と
な
っ
て
い
な
い
な
ど
）

　
⑤
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い
な

　
い
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
福
祉
課
福
祉
係

　
　☎
57
―
６
１
１
２

▽
募
集
職
種
　
介
護
職
員
（
嘱
託
職

　
員
）
１
名

▽
応
募
資
格
　
介
護
職
員
初
任
者
研

　
修
終
了
ま
た
は
ホ
ー
ム
へ
ル
ー
パ

　
ー
２
級
以
上

▽
雇
用
期
間
　
平
成
28
年
９
月
１
日

　
～
平
成
29
年
３
月
31
日
（
更
新
あ

　
り
）

▽
業
務
内
容
　
生
活
支
援
、
身
体
介

　
護
な
ど
（
夜
勤
あ
り
）

▽
報
酬
　
月
額
15
万
３
８
０
０
円

▽
諸
手
当
　
通
勤
手
当
、
夜
勤
手
当

▽
選
考
方
法
　
面
接
試
験
（
日
時
は

　
後
日
通
知
）

▽
応
募
方
法
　
履
歴
書
お
よ
び
資
格

　
証
明
書
の
写
し
を
郵
送
ま
た
は
持

　
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
申
込
期
間
　
８
月
26
日（
金
）ま
で

▼
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　
広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

　
　☎
34
―
１
０
１
０

消
費
生
活
移
動
相
談
室
開
設

普
通
救
命
講
習
会
開
催

９
月
11
日
は
警
察
相
談
の
日

広
域
養
護
老
人
ホ
ー
ム
県
央
寮

　　　　　　　　介
護
職
員
募
集

社
会
福
祉
法
人
に
よ
る

　　利
用
者
負
担
軽
減
事
業

９
月
１
日
は「
防
災
の
日
」

地
震
、風
水
害
に
備
え
ま
し
ょ
う

広
域
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

素
案
説
明
会
・
公
聴
会

8広報  たがみまち 「　　　      」 8月号  ●9 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 8月号
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申込・問い合わせ：役場保健福祉課  57-6112

送迎つき 参加者募集!!参加者募集!!
10～３月
　週１回開催

足腰しゃんしゃん教室足腰しゃんしゃん教室足腰しゃんしゃん教室足腰しゃんしゃん教室

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

高齢になっても、体を動かすことで運動器の機能は維持・向上させることができます。

いつまでも「健脳健脚」でいるために積極的に運動に取り組みましょう。

１「つま先上げ下げ」

　　効果：転倒予防・膝痛予防・筋力低下予防

　　　　　椅子に座り両足を肩幅に広げる、かかとはつけた

　　　　　まま、つま先をしっかり上げ２～３秒静止したあ

　　　　　と下げる動作を繰り返す。

２「かかと上げ・下げ」

　　効果：転倒予防・膝痛予防・筋力低下予防

　　　　　椅子の背をつかみ、両足をそろえて立ち両かかとをしっかり

　　　　　上げ２秒静止し元に戻す。

３「片足上げ・ひざ伸ばし」

　　効果：転倒予防　膝痛予防　筋力低下予防

　　　　　床に座り、片足は延ばし、片ひざを曲げる。伸ばして

　　　　　いる足を上げ、つま先を手前にひく。かかとを押。し出

　　　　　すようにひざを伸ばす。反対側も同様に行います。 

１

２

３
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申込・問い合わせ：役場保健福祉課  57-6112

送迎つき 参加者募集!!参加者募集!!
10～３月
　週１回開催

足腰しゃんしゃん教室足腰しゃんしゃん教室足腰しゃんしゃん教室足腰しゃんしゃん教室

問い合わせ：町地域包括支援センター　57-6112

高齢になっても、体を動かすことで運動器の機能は維持・向上させることができます。

いつまでも「健脳健脚」でいるために積極的に運動に取り組みましょう。

１「つま先上げ下げ」

　　効果：転倒予防・膝痛予防・筋力低下予防

　　　　　椅子に座り両足を肩幅に広げる、かかとはつけた

　　　　　まま、つま先をしっかり上げ２～３秒静止したあ

　　　　　と下げる動作を繰り返す。

２「かかと上げ・下げ」

　　効果：転倒予防・膝痛予防・筋力低下予防

　　　　　椅子の背をつかみ、両足をそろえて立ち両かかとをしっかり

　　　　　上げ２秒静止し元に戻す。

３「片足上げ・ひざ伸ばし」

　　効果：転倒予防　膝痛予防　筋力低下予防

　　　　　床に座り、片足は延ばし、片ひざを曲げる。伸ばして

　　　　　いる足を上げ、つま先を手前にひく。かかとを押。し出

　　　　　すようにひざを伸ばす。反対側も同様に行います。 

１

２

３
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問い合わせ：役場保健福祉課　☎57-6112
問い合わせ：役場保健福祉課福祉係　☎57-6112

平成２８年度  臨時福祉給付金

臨時福祉給付金に関するお知らせ臨時福祉給付金に関するお知らせ

平成２８年度 年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）

　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じ

くしていない児童の健やかな成長を願い、児童が育

成される家庭生活の安定と自立促進のために支給さ

れる手当です。

　平成26年４月の消費税率引き上げに伴う影響緩和対策として、昨年度に引き続き住民税非課税の方へ臨時
福祉給付金を今年度も支給します。

１．支給対象者
　（1）基準日（平成28年1月1日）に田上町の住民基本台帳に登録されている方
　（2）平成28年度の住民税（均等割）が課税されていない方
　　　 　ただし、課税されていなくても、次の場合は対象となりません。
　　　　・平成28年度住民税が課税されている方に扶養されている場合
　　　　・生活保護制度の被保護者となっている場合

２．支給額
　　１人につき　3,000円

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金の引き上げがおよびにくい低所得の障害・遺族基礎年金受給者を
支援するため、年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）を支給します。

１．支給対象者
　　平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成28年５月分の障害年金または遺族基礎年金を受給
　されている方
　※ただし、平成28年６月から支給している年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）の支給を受け
　　た方は支給対象になりません。

２．支給額
　　１人につき　30,000円

３．対象となる年金の種類
　　障害基礎年金・遺族基礎年金に加え、基礎年金制度が開始される前の昭和61年３月以前に受給権が発生
　した障害年金のうち、障害基礎年金に相当する障害等級が１級または２級（船員保険の職務上の障害年金
　は１～５級）の障害年金となります。
　　具体的には、下記のとおりです。
　　（1）障害基礎年金または遺族基礎年金
　　（2）昭和61年３月以前に受給権が発生した、国民年金、厚生年金保険（旧農林年金を含みます。）およ
　　　　 び船員保険の障害年金（障害等級が１級または２級（船員保険の職務上の障害年金は１～５級）の
　　　　 年金に限ります。）
　　（3）昭和61年3月以前に受給権が発生した、国家公務員共済組合、地方公務員共済組合、全国市町村職
　　　　 員共済組合連合会、日本私立学校振興・共済事業団が支給する障害年金および船員障害年金（障害
　　　　 等級が1級または2級の年金に限ります。）

◆申請方法
　　２つの給付金とも支給対象と思われる方へ、8月26日（金）発送で個別に郵送にてご案内いたします。

◆申請期間
　　平成28年8月29日（月）～平成28年11月29日（火）必着

※収入・所得のない方（障害基礎年金・遺族基礎年金等の受給者を含む）でも、住民税の申告が未申告の場
　合は、支給の対象になりませんので、申請の前に申告を済ませてください。

　次のいずれかに該当する児童を、母または父が監

護している場合に支給されます。（母または父が監

護できないときは、母または父の代わりにその児童

を養育している方に支給されます。）

①父母が離婚した児童

②父または母が死亡した児童

③父または母が政令に定める程度の障がいの状態

 （年金の障害等級が１級程度）にある児童

④父または母の生死が明らかでない児童

⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童

⑥父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童

⑦父または母が法令により引き続き１年以上刑務所

　などに拘禁されている児童

⑧母が婚姻によらないで懐胎した児童

⑨棄児などで出生の事情が明らかでない児童

※児童とは、18歳に達する日以後の最初の3月31日ま

　での間にある児童（政令で定める程度の障がいの

　状態にある児童については20歳未満）をいいます。

　平成22年８月１日から、父子家庭の方も支給対象

　となりました。

※平成26年12月１日から、公的年金（遺族年金、障

　害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）の

　年金額が児童扶養手当より低い方は、その差額分

　の児童扶養手当を受給できるようになりました。

　精神または身体（内科的疾患を含む）に、一定の

障がいがある20歳未満の児童を養育している方に支

給される手当です。

　精神または身体（内科的疾患を含む）に、政令で

定める程度の障がいを有する20歳未満の児童を監護

する父または母に支給されます。（父母が監護でき

ないときは、父母に代わりその児童を養育している

方に支給されます。）ただし、次のいずれかに該当

するときは手当を受けられません。

①日本国内に住所を有しなくなったとき

②児童福祉施設等の施設に入所しているとき

③障害年金を受けることができるようになったとき

所得により手当の支給制限があります

「児童扶養手当」「特別児童扶養手当」には、受
給者本人・その配偶者・一定の範囲内の扶養義
務者の前年の所得により支給制限があります。
詳しくは、お問い合わせください。

◆現況届はお早めに！

●町や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニエンスストアなどの現金自動支払機）の操作をお願いする
　ことは、絶対にありません。
●ＡＴＭを操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●町や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」の支給のために、手数料などの振込を求めることは絶対にあ
　りません。

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください!!
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問い合わせ：役場保健福祉課　☎57-6112
問い合わせ：役場保健福祉課福祉係　☎57-6112

平成２８年度  臨時福祉給付金

臨時福祉給付金に関するお知らせ臨時福祉給付金に関するお知らせ

平成２８年度 年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）

　父母の離婚などにより、父または母と生計を同じ

くしていない児童の健やかな成長を願い、児童が育

成される家庭生活の安定と自立促進のために支給さ

れる手当です。

　平成26年４月の消費税率引き上げに伴う影響緩和対策として、昨年度に引き続き住民税非課税の方へ臨時
福祉給付金を今年度も支給します。

１．支給対象者
　（1）基準日（平成28年1月1日）に田上町の住民基本台帳に登録されている方
　（2）平成28年度の住民税（均等割）が課税されていない方
　　　 　ただし、課税されていなくても、次の場合は対象となりません。
　　　　・平成28年度住民税が課税されている方に扶養されている場合
　　　　・生活保護制度の被保護者となっている場合

２．支給額
　　１人につき　3,000円

　「一億総活躍社会」の実現に向け、賃金の引き上げがおよびにくい低所得の障害・遺族基礎年金受給者を
支援するため、年金生活者等支援臨時福祉給付金（障害・遺族基礎年金受給者向け）を支給します。

１．支給対象者
　　平成28年度臨時福祉給付金の支給対象者のうち、平成28年５月分の障害年金または遺族基礎年金を受給
　されている方
　※ただし、平成28年６月から支給している年金生活者等支援臨時福祉給付金（高齢者向け）の支給を受け
　　た方は支給対象になりません。

２．支給額
　　１人につき　30,000円

３．対象となる年金の種類
　　障害基礎年金・遺族基礎年金に加え、基礎年金制度が開始される前の昭和61年３月以前に受給権が発生
　した障害年金のうち、障害基礎年金に相当する障害等級が１級または２級（船員保険の職務上の障害年金
　は１～５級）の障害年金となります。
　　具体的には、下記のとおりです。
　　（1）障害基礎年金または遺族基礎年金
　　（2）昭和61年３月以前に受給権が発生した、国民年金、厚生年金保険（旧農林年金を含みます。）およ
　　　　 び船員保険の障害年金（障害等級が１級または２級（船員保険の職務上の障害年金は１～５級）の
　　　　 年金に限ります。）
　　（3）昭和61年3月以前に受給権が発生した、国家公務員共済組合、地方公務員共済組合、全国市町村職
　　　　 員共済組合連合会、日本私立学校振興・共済事業団が支給する障害年金および船員障害年金（障害
　　　　 等級が1級または2級の年金に限ります。）

◆申請方法
　　２つの給付金とも支給対象と思われる方へ、8月26日（金）発送で個別に郵送にてご案内いたします。

◆申請期間
　　平成28年8月29日（月）～平成28年11月29日（火）必着

※収入・所得のない方（障害基礎年金・遺族基礎年金等の受給者を含む）でも、住民税の申告が未申告の場
　合は、支給の対象になりませんので、申請の前に申告を済ませてください。

　次のいずれかに該当する児童を、母または父が監

護している場合に支給されます。（母または父が監

護できないときは、母または父の代わりにその児童

を養育している方に支給されます。）

①父母が離婚した児童

②父または母が死亡した児童

③父または母が政令に定める程度の障がいの状態

 （年金の障害等級が１級程度）にある児童

④父または母の生死が明らかでない児童

⑤父または母から引き続き１年以上遺棄されている児童

⑥父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童

⑦父または母が法令により引き続き１年以上刑務所

　などに拘禁されている児童

⑧母が婚姻によらないで懐胎した児童

⑨棄児などで出生の事情が明らかでない児童

※児童とは、18歳に達する日以後の最初の3月31日ま

　での間にある児童（政令で定める程度の障がいの

　状態にある児童については20歳未満）をいいます。

　平成22年８月１日から、父子家庭の方も支給対象

　となりました。

※平成26年12月１日から、公的年金（遺族年金、障

　害年金、老齢年金、労災年金、遺族補償など）の

　年金額が児童扶養手当より低い方は、その差額分

　の児童扶養手当を受給できるようになりました。

　精神または身体（内科的疾患を含む）に、一定の

障がいがある20歳未満の児童を養育している方に支

給される手当です。

　精神または身体（内科的疾患を含む）に、政令で

定める程度の障がいを有する20歳未満の児童を監護

する父または母に支給されます。（父母が監護でき

ないときは、父母に代わりその児童を養育している

方に支給されます。）ただし、次のいずれかに該当

するときは手当を受けられません。

①日本国内に住所を有しなくなったとき

②児童福祉施設等の施設に入所しているとき

③障害年金を受けることができるようになったとき

所得により手当の支給制限があります

「児童扶養手当」「特別児童扶養手当」には、受
給者本人・その配偶者・一定の範囲内の扶養義
務者の前年の所得により支給制限があります。
詳しくは、お問い合わせください。

◆現況届はお早めに！

●町や厚生労働省などがＡＴＭ（銀行・コンビニエンスストアなどの現金自動支払機）の操作をお願いする
　ことは、絶対にありません。
●ＡＴＭを操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
●町や厚生労働省などが、「臨時福祉給付金」の支給のために、手数料などの振込を求めることは絶対にあ
　りません。

「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」にご注意ください!!

12広報  たがみまち 「　　　      」 8月号  ●13 ●  広報  たがみまち 「　　　      」 8月号



問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223

田上町世帯向け民間賃貸住宅建設事業補助金のご案内
　町では、人口減少の抑制を図り、町の活性化及び住民生活の向上

に寄与するため、民間事業者等が新たに世帯向け賃貸住宅を建設す

る場合に、その経費の一部を補助します。

※世帯向け賃貸住宅…集合賃貸住宅又は同一敷地内に複数建設されている一戸建て

　　　　　　　　　　住宅で、いずれも１世帯当たりの専用床面積（壁芯間の寸法

　　　　　　　　　　により算定すること。）が40㎡以上あり、各戸に玄関、便所、

　　　　　　　　　　台所、浴室及び居室が設置されているもの。

１．必ず工事着手前に申請し、補助金の交付決定通知を受けてから着工して下さい。

　　（着工済みの場合は対象となりません。）

２．補助回数は、同一年度において、同一の申請者に対して原則として１回とします。

３．賃貸住宅建設後であっても、補助金の交付要件を欠くことが発覚した際や、補助金の交付決定

　　から３年未満で賃貸住宅の取り壊し、貸与又は売却した際には、補助金の交付決定の取消しに

　　より補助金の全額又は一部返還を命じることがあります。

　より詳しい内容について知りたい場合は、町ホームページを

ご覧ください。

　補助金交付申請に必要な提出書類をダウンロードできます。

　また、手続きの流れやＱ＆Ａなどを掲載しておりますので、

申請をお考えの際には参考にしてください。

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223

１．補助対象者
平成28年４月１日以降に賃貸住宅を建設し、その所有者となる個人又は法人。

※ただし、次のいずれかに該当する場合は、補助対象者にはしないものとする。

(1)　建設する賃貸住宅が専ら自己又は自己の親族等に限定して入居させる場合

(2)　国、県、他の団体等から本補助金と重複する助成金等の交付を受けている場合

(3)　町税等を滞納している場合

２．補助対象となる賃貸住宅
町内に建設（新築又は建替え）した賃貸住宅であって、次のいずれにも該当するもの。

(1)　建築基準法（昭和25年法律第201号）の基準に適合しているもの

(2)　組立て式仮設住宅でないもの

３．補助対象となる工事費
賃貸住宅の建築一式工事及び外構工事に要する経費。(消費税等を除く。)

４．補助金の額
賃貸住宅１戸当たり50万円に戸数を乗じた額。（500万円を上限とする。）

５．申請受付期間
平成28年11月20日まで（役場閉庁日は除く）

※申請受付期間内であっても申請額が予算額に達した場合、申請を締切いたします。

ご　注　意
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問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223

田上町世帯向け民間賃貸住宅建設事業補助金のご案内
　町では、人口減少の抑制を図り、町の活性化及び住民生活の向上

に寄与するため、民間事業者等が新たに世帯向け賃貸住宅を建設す

る場合に、その経費の一部を補助します。

※世帯向け賃貸住宅…集合賃貸住宅又は同一敷地内に複数建設されている一戸建て

　　　　　　　　　　住宅で、いずれも１世帯当たりの専用床面積（壁芯間の寸法

　　　　　　　　　　により算定すること。）が40㎡以上あり、各戸に玄関、便所、

　　　　　　　　　　台所、浴室及び居室が設置されているもの。

１．必ず工事着手前に申請し、補助金の交付決定通知を受けてから着工して下さい。

　　（着工済みの場合は対象となりません。）

２．補助回数は、同一年度において、同一の申請者に対して原則として１回とします。

３．賃貸住宅建設後であっても、補助金の交付要件を欠くことが発覚した際や、補助金の交付決定

　　から３年未満で賃貸住宅の取り壊し、貸与又は売却した際には、補助金の交付決定の取消しに

　　より補助金の全額又は一部返還を命じることがあります。

　より詳しい内容について知りたい場合は、町ホームページを

ご覧ください。

　補助金交付申請に必要な提出書類をダウンロードできます。

　また、手続きの流れやＱ＆Ａなどを掲載しておりますので、

申請をお考えの際には参考にしてください。

問い合わせ：役場地域整備課施設整備係　57-6223

１．補助対象者
平成28年４月１日以降に賃貸住宅を建設し、その所有者となる個人又は法人。

※ただし、次のいずれかに該当する場合は、補助対象者にはしないものとする。

(1)　建設する賃貸住宅が専ら自己又は自己の親族等に限定して入居させる場合

(2)　国、県、他の団体等から本補助金と重複する助成金等の交付を受けている場合

(3)　町税等を滞納している場合

２．補助対象となる賃貸住宅
町内に建設（新築又は建替え）した賃貸住宅であって、次のいずれにも該当するもの。

(1)　建築基準法（昭和25年法律第201号）の基準に適合しているもの

(2)　組立て式仮設住宅でないもの

３．補助対象となる工事費
賃貸住宅の建築一式工事及び外構工事に要する経費。(消費税等を除く。)

４．補助金の額
賃貸住宅１戸当たり50万円に戸数を乗じた額。（500万円を上限とする。）

５．申請受付期間
平成28年11月20日まで（役場閉庁日は除く）

※申請受付期間内であっても申請額が予算額に達した場合、申請を締切いたします。

ご　注　意
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今
年
で
28
回
目
の
板
橋
区
成
増
地

区
と
の
ス
ポ
ー
ツ
児
童
交
流
会
が
Ｙ

Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
を
中
心
に
８
月
19

日
～
21
日
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
平
成
元
年
に
、
田
上
小
学
校
を
会

場
に
、
初
め
て
少
年
野
球
を
通
し
て

の
児
童
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宿
泊
場
所
は
田
上
小
学
校
の
教
室
と

体
育
館
を
使
っ
て
の
交
流
会
で
し
た
。

当
日
の
日
程
は
、
夕
方
ま
で
野
球
の

交
流
試
合
、
そ
し
て
楽
し
い
夕
食
、

そ
の
後
は
校
庭
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
囲
ん
で
の
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
食
事
は
、
田
上
町
の

少
年
野
球
の
保
護
者
の
手
作
り
料
理

で
成
増
の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で

し
た
。

　
平
成
４
年
ま
で
連
続
し
て
成
増
地

区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
か
ら
来
町
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
、
成

増
地
区
の
リ
ト
ル
リ
ー
グ
に
所
属
し

て
い
る
チ
ー
ム
も
参
加
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
羽
生
田

野
球
場
が
竣
工
し
て
、
リ
ト
ル
リ
ー

グ
の
チ
ー
ム
を
迎
え
対
戦
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
内
で
は
、

板
橋
区
の
チ
ー
ム
は
強
い
チ
ー
ム
で

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
、

試
合
前
の
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
、
守
備
の

練
習
を
見
て
、
か
な
り
の
レ
ベ
ル
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
試
合
は
硬
式

と
軟
式
で
は
多
少
の
ル
ー
ル
の
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
は
投
球
前

に
は
リ
ー
ド
が
で
き
な
い
と
い
う
大
き

な
相
違
点
が
あ
り
ま
し
た
。
試
合
前
に

成
増
チ
ー
ム
の
監
督
か
ら
「
試
合
が
終

わ
っ
た
ら
田
上
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

を
指
導
い
た
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
試
合
が
始
ま
る
と
田
上

町
チ
ー
ム
の
投
手
の
絶
妙
な
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
、
成
増
リ
ト
ル
チ
ー
ム
に
勝
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
投
手
が

中
学
校
そ
し
て
、
高
校
で
大
活
躍
し
、

甲
子
園
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
田
上
中
学
校
出
身
で
、
甲
子
園
出

場
の
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
田
上
中
学
校
出
身
者
が
高
校
野
球
で

活
躍
し
、
甲
子
園
に
出
場
す
る
選
手
が

出
て
き
ま
し
た
。
特
に
田
上
町
に
と
っ

て
は
、
兄
弟
で
出
場
し
た
小
柳
兄
弟
は

記
憶
に
残
る
快
挙
で
あ
り
ま
し
た
。

成
増
と
田
上
が
交
互
に
会
場

　
平
成
５
年
に
成
増
地
区
が
群
馬
県
榛

名
湖
畔
に
あ
る
板
橋
区
の
施
設
で
児
童

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の

交
流
会
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
心
で

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
に

は
、
成
増
地
区
の
青
少
年
育
成
会
の
メ

ン
バ
ー
が
数
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
以

後
、
成
増
地
区
が
主
催
す
る
際
に
は
、

成
増
地
区
の
青
少
年
育
成
会
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ

の
場
で
、
今
後
の
児
童
交
流
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
し

た
。
榛
名
湖
畔
に
は
野
球
場
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
田
上
町
の
子

ど
も
た
ち
は
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
６
回
は
田
上
町
の
主
催
で
、
野
球
の

交
流
が
中
心
で
し
た
。
第
７
回
の
交
流

会
は
、
２
回
目
の
榛
名
湖
畔
で
開
催
さ

れ
前
回
同
様
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

主
体
の
交
流
会
で
し
た
。
第
９
回
目
の

交
流
会
は
成
増
地
区
主
催
で
開
催
さ
れ
、

板
橋
区
野
球
場
で
野
球
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
こ
の
年
に
初
め
て
東
京
ド
ー

ム
球
場
で
プ
ロ
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
観
戦

と
な
り
ま
し
た
。
試
合
前
の
練
習
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
選

手
の
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
、
打
球
の
速
さ

な
ど
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
後
日
、

交
流
会
の
感
想
文
を
読
む
と
、
そ
の
殆

ど
が
プ
ロ
野
球
観
戦
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
平
成
10
年
と
11
年
は
、
女
子
の
児
童

交
流
と
な
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
田
上
町
の
チ
ー
ム
が
多
く
参
加
し

ま
し
た
。
平
成
11
年
の
交
流
会
は
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
豊
島
園
（
遊
園
地
）
で
の

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
平
成

９
年
か
ら
は
成
増
地
区
主
催
の
交
流
会

の
宿
泊
場
所
は
、
交
流
会
長
で
あ
っ
た

坂
本
さ
ん
が
経
営
す
る
「
み
そ
の
幼
稚

園
」
と
な
り
、
広
い
園
庭
と
体
育
館
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
か
ら
は
野
球
で
の
交
流
会

の
ス
タ
イ
ル
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

田
上
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
平
成
14
年
に
は
、
成
増
地
区
の
子
ど

も
た
ち
に
田
舎
で
の
体
験
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
主
に
農
業
を

し
て
い
る
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

実
施
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
、
18
年
の

計
３
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
非
農
家
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
受
け
入
れ
先
が
難
し
く
な
り
、

現
在
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊

交
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
に
宿
泊
し
た
成
増
地
区
の
子
ど

も
た
ち
の
家
庭
と
田
上
町
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
と
の
交
流
が
し
ば
ら
く
続
い
た

と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
町
と
し
て

は
も
う
少
し
長
く
こ
の
体
験
を
続
け
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
で
し
た
。
こ

の
交
流
会
で
都
会
の
子
ど
も
達
が
田
舎

で
の
生
活
の
一
部
で
も
体
験
で
き
て
、

普
段
と
は
違
っ
た
生
活
を
し
て
相
互
理

解
が
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
田
上
町
の
子
ど
も
達
は
高

度
に
発
達
し
た
都
会
の
生
活
に
あ
こ
が

れ
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
様
な
経
験
を
通
し
て
、
お
互
い

が
自
分
達
の
住
む
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

8/16～9/15

9
月

8
月

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

          水14

16 火

補聴器相談（リオン）

元気はつらつ教室

10：00～10：30

13：30～15：30

役場

保健福祉センター

心と体の相談会

育児相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

保健福祉センター

子育て支援センター

3歳児健診（平成25年7～8月生まれ）

2歳6ヶ月児歯科健診（平成26年1～2月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

10：00～10：30

受付13：00～13：30

保健福祉センター

保健福祉センター

湯っ多里館休館日

事後指導会 保健福祉センター

15 木
補聴器相談（リオン）

事後指導会

役場

保健福祉センター

育児相談会

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） 52-8936　　〈時間〉9：00～17：00

9：00～11：30 子育て支援センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

血糖事後指導会 9：00～11：30、13：00～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　田上診療所（山田） 57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

けんこつ教室 9：00～11：30 保健福祉センター

乳児健診（平成28年4月生まれ） 受付12：50～13：20 保健福祉センター

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） 53-0751　　〈時間〉9：00～17：00

けんこつ教室 9：00～11：30 保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

子宮がん・乳がん検診 13：00～14：00 保健福祉センター

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） 52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

母親学級（平成28年11～平成29年2月出産予定者） 受付9：10～、13：10～ 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

受付13：00～13：30

受付13：00～13：30

役場

【休日診療当番医】　監物小児科医院（加茂市旭町） 52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

事後指導会 コミュニティセンター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その170）

成増地区との
　　　　　　スポーツ児童交流
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今
年
で
28
回
目
の
板
橋
区
成
増
地

区
と
の
ス
ポ
ー
ツ
児
童
交
流
会
が
Ｙ

Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
を
中
心
に
８
月
19

日
～
21
日
の
期
間
中
に
開
催
さ
れ
ま

す
。

　
平
成
元
年
に
、
田
上
小
学
校
を
会

場
に
、
初
め
て
少
年
野
球
を
通
し
て

の
児
童
交
流
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

宿
泊
場
所
は
田
上
小
学
校
の
教
室
と

体
育
館
を
使
っ
て
の
交
流
会
で
し
た
。

当
日
の
日
程
は
、
夕
方
ま
で
野
球
の

交
流
試
合
、
そ
し
て
楽
し
い
夕
食
、

そ
の
後
は
校
庭
で
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
を
囲
ん
で
の
楽
し
い
時
間
を
過

ご
し
ま
し
た
。
食
事
は
、
田
上
町
の

少
年
野
球
の
保
護
者
の
手
作
り
料
理

で
成
増
の
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び
で

し
た
。

　
平
成
４
年
ま
で
連
続
し
て
成
増
地

区
の
少
年
野
球
チ
ー
ム
か
ら
来
町
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
時
に
は
、
成

増
地
区
の
リ
ト
ル
リ
ー
グ
に
所
属
し

て
い
る
チ
ー
ム
も
参
加
し
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
平
成
２
年
に
羽
生
田

野
球
場
が
竣
工
し
て
、
リ
ト
ル
リ
ー

グ
の
チ
ー
ム
を
迎
え
対
戦
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
東
京
都
内
で
は
、

板
橋
区
の
チ
ー
ム
は
強
い
チ
ー
ム
で

あ
る
と
聞
い
て
い
ま
し
た
。
実
際
に
、

試
合
前
の
シ
ー
ト
ノ
ッ
ク
、
守
備
の

練
習
を
見
て
、
か
な
り
の
レ
ベ
ル
の

違
い
を
感
じ
ま
し
た
。
試
合
は
硬
式

と
軟
式
で
は
多
少
の
ル
ー
ル
の
違
い

が
あ
り
ま
し
た
。
ラ
ン
ナ
ー
は
投
球
前

に
は
リ
ー
ド
が
で
き
な
い
と
い
う
大
き

な
相
違
点
が
あ
り
ま
し
た
。
試
合
前
に

成
増
チ
ー
ム
の
監
督
か
ら
「
試
合
が
終

わ
っ
た
ら
田
上
町
の
少
年
野
球
チ
ー
ム

を
指
導
い
た
し
ま
す
」
と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
試
合
が
始
ま
る
と
田
上

町
チ
ー
ム
の
投
手
の
絶
妙
な
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
で
、
成
増
リ
ト
ル
チ
ー
ム
に
勝
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
の
時
の
投
手
が

中
学
校
そ
し
て
、
高
校
で
大
活
躍
し
、

甲
子
園
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
田
上
中
学
校
出
身
で
、
甲
子
園
出

場
の
第
１
号
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後

も
田
上
中
学
校
出
身
者
が
高
校
野
球
で

活
躍
し
、
甲
子
園
に
出
場
す
る
選
手
が

出
て
き
ま
し
た
。
特
に
田
上
町
に
と
っ

て
は
、
兄
弟
で
出
場
し
た
小
柳
兄
弟
は

記
憶
に
残
る
快
挙
で
あ
り
ま
し
た
。

成
増
と
田
上
が
交
互
に
会
場

　
平
成
５
年
に
成
増
地
区
が
群
馬
県
榛

名
湖
畔
に
あ
る
板
橋
区
の
施
設
で
児
童

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の
年
の

交
流
会
は
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
中
心
で

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
交
流
会
に

は
、
成
増
地
区
の
青
少
年
育
成
会
の
メ

ン
バ
ー
が
数
多
く
参
加
し
ま
し
た
。
以

後
、
成
増
地
区
が
主
催
す
る
際
に
は
、

成
増
地
区
の
青
少
年
育
成
会
が
中
心
と

な
っ
て
運
営
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。
こ

の
場
で
、
今
後
の
児
童
交
流
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
意
見
交
換
会
が
あ
り
ま
し

た
。
榛
名
湖
畔
に
は
野
球
場
が
整
備
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
田
上
町
の
子

ど
も
た
ち
は
残
念
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
６
回
は
田
上
町
の
主
催
で
、
野
球
の

交
流
が
中
心
で
し
た
。
第
７
回
の
交
流

会
は
、
２
回
目
の
榛
名
湖
畔
で
開
催
さ

れ
前
回
同
様
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が

主
体
の
交
流
会
で
し
た
。
第
９
回
目
の

交
流
会
は
成
増
地
区
主
催
で
開
催
さ
れ
、

板
橋
区
野
球
場
で
野
球
の
交
流
会
が
開

催
さ
れ
、
こ
の
年
に
初
め
て
東
京
ド
ー

ム
球
場
で
プ
ロ
野
球
の
ナ
イ
タ
ー
観
戦

と
な
り
ま
し
た
。
試
合
前
の
練
習
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
プ
ロ
野
球
選

手
の
パ
ワ
ー
の
す
ご
さ
、
打
球
の
速
さ

な
ど
驚
く
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
後
日
、

交
流
会
の
感
想
文
を
読
む
と
、
そ
の
殆

ど
が
プ
ロ
野
球
観
戦
に
つ
い
て
で
し
た
。

　
平
成
10
年
と
11
年
は
、
女
子
の
児
童

交
流
と
な
り
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
交
流

と
な
り
ま
し
た
。
当
時
、
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
は
田
上
町
の
チ
ー
ム
が
多
く
参
加
し

ま
し
た
。
平
成
11
年
の
交
流
会
は
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
と
豊
島
園
（
遊
園
地
）
で
の

楽
し
い
一
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。
平
成

９
年
か
ら
は
成
増
地
区
主
催
の
交
流
会

の
宿
泊
場
所
は
、
交
流
会
長
で
あ
っ
た

坂
本
さ
ん
が
経
営
す
る
「
み
そ
の
幼
稚

園
」
と
な
り
、
広
い
園
庭
と
体
育
館
を

利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
平
成
12
年
か
ら
は
野
球
で
の
交
流
会

の
ス
タ
イ
ル
と
な
り
現
在
に
至
り
ま
す
。

田
上
町
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　
平
成
14
年
に
は
、
成
増
地
区
の
子
ど

も
た
ち
に
田
舎
で
の
体
験
を
し
て
も
ら

い
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
主
に
農
業
を

し
て
い
る
家
庭
で
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を

実
施
し
ま
し
た
。
平
成
16
年
、
18
年
の

計
３
回
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
実
施
し
ま
し

た
が
、
非
農
家
が
多
く
な
っ
た
こ
と
も

あ
り
、
受
け
入
れ
先
が
難
し
く
な
り
、

現
在
は
Ｙ
Ｏ
Ｕ
・
遊
ラ
ン
ド
で
の
宿
泊

交
流
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
家
に
宿
泊
し
た
成
増
地
区
の
子
ど

も
た
ち
の
家
庭
と
田
上
町
の
ホ
ー
ム
ス

テ
イ
先
と
の
交
流
が
し
ば
ら
く
続
い
た

と
聞
い
て
い
ま
し
た
の
で
、
町
と
し
て

は
も
う
少
し
長
く
こ
の
体
験
を
続
け
た

か
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
で
し
た
。
こ

の
交
流
会
で
都
会
の
子
ど
も
達
が
田
舎

で
の
生
活
の
一
部
で
も
体
験
で
き
て
、

普
段
と
は
違
っ
た
生
活
を
し
て
相
互
理

解
が
進
ん
で
い
っ
て
欲
し
い
と
考
え
て

い
ま
し
た
。
田
上
町
の
子
ど
も
達
は
高

度
に
発
達
し
た
都
会
の
生
活
に
あ
こ
が

れ
を
持
つ
こ
と
も
大
切
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。

　
こ
の
様
な
経
験
を
通
し
て
、
お
互
い

が
自
分
達
の
住
む
ふ
る
さ
と
を
見
つ
め

て
欲
し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

※【夜間・休日急患診療】　県央医師会応急診療所（三条市興野）　☎32-0909
※「心と体の相談会」は3日前までにご連絡ください。（役場保健福祉課 　☎57-6112）

日月 曜日 時　　　　　　間 場　　　　　　所内　　　　　　　　　　　　　　容

8/16～9/15

9
月

8
月

17 水

18 木

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火

24 水

25 木

26 金

27 土

28 日

29 月

30 火

31 水

1 木

2 金

3 土

4 日

5 月

6 火

7 水

8 木

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

          水14

16 火

補聴器相談（リオン）

元気はつらつ教室

10：00～10：30

13：30～15：30

役場

保健福祉センター

心と体の相談会

育児相談会

9：00～11：30

9：00～11：30

保健福祉センター

子育て支援センター

3歳児健診（平成25年7～8月生まれ）

2歳6ヶ月児歯科健診（平成26年1～2月生まれ）

受付12：45～13：15

受付12：50～13：20

10：00～10：30

受付13：00～13：30

保健福祉センター

保健福祉センター

湯っ多里館休館日

事後指導会 保健福祉センター

15 木
補聴器相談（リオン）

事後指導会

役場

保健福祉センター

育児相談会

【休日診療当番医】　本間医院（加茂市後須田） 52-8936　　〈時間〉9：00～17：00

9：00～11：30 子育て支援センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

血糖事後指導会 9：00～11：30、13：00～15：30 保健福祉センター

【休日診療当番医】　田上診療所（山田） 57-5015　　〈時間〉9：00～17：00

けんこつ教室 9：00～11：30 保健福祉センター

乳児健診（平成28年4月生まれ） 受付12：50～13：20 保健福祉センター

【休日診療当番医】　ながば医院（加茂市番田） 53-0751　　〈時間〉9：00～17：00

けんこつ教室 9：00～11：30 保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30 役場

子宮がん・乳がん検診 13：00～14：00 保健福祉センター

【休日診療当番医】　うすき医院（加茂市大郷町） 52-1261　　〈時間〉9：00～17：00

母親学級（平成28年11～平成29年2月出産予定者） 受付9：10～、13：10～ 保健福祉センター

機能訓練 10：00～15：00 保健福祉センター

補聴器相談（リオン） 10：00～10：30

受付13：00～13：30

受付13：00～13：30

役場

【休日診療当番医】　監物小児科医院（加茂市旭町） 52-0800　　〈時間〉9：00～17：00

事後指導会 コミュニティセンター

田上町長　佐 藤 邦 義

やさしさと豊かさで
キラリと輝くまち田上（その170）

成増地区との
　　　　　　スポーツ児童交流
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川船河　　　亀山　春吉（92）

羽生田　　　森山　洋子（74）

中　店　　　田巻ツトム（93）

川船河　　　古川　チヨ（83）

下中村　　　山口　公治（60）

上吉田　　　川崎　彌生（90）

中　店　　　山口　ヤス（95）

川船河　　　相田　行威（81）

清水沢　　　 岡　康伯（72）

羽生田　　　五十嵐幸二（87）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

田
上
俳
句
会
　

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

つ
め
草
の
四
ツ
葉
を
み
つ
け
孫
の
顔
あ
っ
た
あ
っ
た
と
し
ぐ
さ
に
幸
が

愛
犬
は
病
お
か
さ
れ
世
を
去
り
し
家
族
悲
し
み
涙
涙
に

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

オ
レ
オ
レ
と
言
っ
て
も
家
は
女
の
子

俺
が
町
住
め
ば
都
だ
か
え
て
こ
い

我
が
菜
園
虫
が
お
先
き
に
味
み
す
る

雨
だ
れ
が
又
一
と
し
づ
く
夏
の
宵

御
尊
影
拝
し
て
爺
は
目
を
つ
ぶ
る

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

6／26～7／25届出分、
敬称略

清水沢　　　阿部　和喜・しづな（佐藤）

清水沢　　　馬場　祐輔・裕子（中山）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

●航空学生（海上・航空）

　応募資格：高校卒業（見込含）から21歳未満の男子、女子

　試 験 日：9月22日（木）

●一般曹候補生（陸上・海上・航空）

　応募資格：18歳以上から27歳未満の男子、女子

　試 験 日：9月16日（金）、17日（土）のうち指定する1日

●自衛官候補生「任期制自衛官」（陸上・海上・航空）

　応募資格：18歳以上から27歳未満の男子、女子

　試 験 日：男子8月22日（月）～24日（水）、9月24日（土）

　　　　　　～26日（月）　※期間内の指定する1日

　　　　　　女子9月24日（土）

●申込締切　9月8日（木）必着

◆問い合わせ：自衛隊新潟地方協力本部

　　　　　　　　　　　 　加茂地域事務所　☎52-5222

◇期　　間　9月28日（水）～平成29年1月18日（水）

◇受講資格　満20歳以上、学歴、性別は問いませ

　　　　　　んが、継続して出席する意欲があり、

　　　　　　健康な方。

◇開講科目　レクリエーション実習Ⅰ

◇受 講 料　3,000円（雑費として徴収）

◇申込期限　8月26日（金）　必着

※申込方法等詳細はお問い合わせください。

◆申込・問い合わせ：

　新潟中央短期大学教務担当　☎52-2120

自衛官採用試験

◇日時　8月27日（土）　午後2時～4時

◇会場　田上町公民館　※入場無料

◇内容　「野口英世物語」（医学博士野口英世のお話）

　　　　ほか全5作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第237回 16ミリ映写会

新潟中央短期大学　特別受講生募集

◇日　時　9月11日（日）　　午前9時15分　開場
　　　　　　　　　　　   午前9時30分　開演
◇会　場　加茂文化会館　※入場無料
◆問い合わせ：田上町音楽指導者の会
　　　　　　　　　　　　　　丸山　☎57-4744

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。
技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す
る場合があります。
◇日　時　8月28日（日）午後1時～4時
◇会　場　コミュニティセンター
◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた
　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

第17回 フレンドリーコンサート

◇日　時　9月18日（日）　午後1時30分　開場
　　　　　　　　　　　　　　午後2時　開演
◇会　場　田上中学校体育館　※入場無料
◇曲　目　「マードックからの最後の手紙」他
◆問い合わせ：田上中学校　皆木　☎57-2039

田上中学校吹奏楽部
オータムコンサート

◇日　時　9月10日（土）　午前11時～11時30分　
◇会　場　原ヶ崎交流センター
◇対　象　幼児～小学生　※参加費無料
◆問い合わせ：たがみサニープレイス
　　　　　　　　　　　　　　古川　☎53-3473

絵本の読み聞かせ会のご案内

　音声訳とは、視覚から情報を得るのが困難な方
々に広報や本等を、テープやＣＤにしてお届けし、
ご利用いただく活動です。あなたも音声訳を学ん
でみませんか。初心者の方大歓迎です。
◇日　時　9月10日（土）、10月8日（土）
　　　　　午前10時～正午
　　　　　※どちらか１日でも可
◇会　場　加茂市立図書館　※参加費無料
◇講　師　竹内陽子先生（日盲社協音訳指導員）
◆問い合わせ：加茂ともしびの会　☎52-1299

音声訳講習会

【運動会】
◇日時　9月17日（土）　午前8時45分～
◇会場　町民体育館
※未就児レースもあります。（午前9時30分ころ）
　どなたでも参加できますので、お気軽にご参加
　ください。
【未就園児開放日】
◇日時　9月10日（土）、24日（土）、10月1日（土）
　　　　午前9時30分～10時30分
◇内容　「一緒に遊ぼう」その他、自由遊びや楽し
　　　　い活動あり
※この３日間はどなたでも来られる日になってい
　ます。
　この機会に是非親子で遊びに来てください。
※詳しい内容はホームページをご覧ください。
 （http://www.ginzado.ne.jp/~tagami-lutheran/）
◆問い合わせ：田上いずみルーテル幼稚園
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎57-2723

ルーテル幼稚園のお知らせ

う
ち

赤ちゃん誕生

羽生田　　　椿　　悠太（弘太・由佳理）

羽生田　　　今井　星南（聡・麻央）

川船河　　　五十嵐心羽（裕樹・美香）

下中村　　　小日向　礼（秀・幹子）

下吉田　　　玉木　　葵（義則・亜希）
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羽
生
田
小
学
校
の
校
地
２

１
．
校
地
内
後
背
地
の
開
墾

　
明
治
37
年
11
月
　
校
地
の
北
側
斜
面
地
を
開
墾
す
る
。
こ
の
付
近
は
以
前
に

開
墾
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
放
任
し
雑
木
雑
草
が
繁
茂
し
、
恰
も

柴
山
の
よ
う
に
繁
茂
し
て
い
た
。
広
々
た
る
平
地
で
あ
っ
た
。
校
前
の
美
観
も
、

こ
の
荒
れ
乱
れ
た
る
樹
木
で
見
る
か
げ
も
な
く
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
を
も
っ
て

当
時
の
校
長
佐
藤
幸
三
は
こ
れ
を
整
備
せ
り
。

２
．
地
内
の
樹
木

　
明
治
38
年
５
月
、
校
地
の
北
側
斜
面
地
に
杉
50
本
を
植
樹
す
る
。
こ
の
斜
面

地
は
前
年
開
墾
せ
し
地
な
る
が
、
も
と
よ
り
、
運
動
場
と
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
土
地
な
の
で
放
置
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
を
山
倉
庫
造
に
託
し
た
。
山
倉
は
、

そ
こ
に
あ
っ
た
柿
の
木
３
本
と
杉
苗
50
本
と
交
換
し
て
、
高
等
科
の
生
徒
を
し

て
植
え
さ
せ
た
。
そ
の
後
、
更
に
30
本
を
補
植
し
た
。

３
．
舎
外
運
動
場
の
地
な
ら
し

　
明
治
38
年
７
月
舎
外
運
動
場
の
地
な
ら
し
を
す
る
。
元
来
こ
の
地
は
地
質
甚

だ
も
ろ
く
、
か
た
く
し
ま
る
こ
と
な
く
、
降
雨
毎
に
浸
蝕
さ
れ
漸
次
斜
度
を
増

し
生
徒
の
運
動
に
不
便
な
る
の
み
な
ら
ず
。
こ
れ
を
放
任
す
る
と
、
そ
の
土
砂

を
失
う
の
み
な
ら
ず
、
神
社
の
鳥
居
の
根
元
の
土
地
を
土
砂
が
流
出
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
こ
の
た
め
土
砂
の
地
か
た
め
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ら

の
費
用
は
地
面
の
枯
損
木
を
拂
げ
る
を
も
っ
て
あ
て
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　
こ
の
文
を
読
ん
で
当
時
の
様
子
を
推
し
は
か
っ
て
く
だ
さ
い
。
今
の
神
社
の

周
辺
に
は
人
家
は
な
く
、
今
、
そ
の
後
ろ
の
高
台
に
建
っ
て
い
る
。
羽
生
田
小

学
校
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
附
近
か
ら
、
４
０
３
号
線
の
道
路
の
近
く
ま
で
傾
斜
地

が
続
い
て
い
た
の
で
は
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
…
？

　
こ
ん
な
記
事
が
「
新
潟
市
史
６
」
に
記
入
さ
れ
て
い
る
。

４
校
地
拡
張

　
校
舎
敷
地
狭
隘
の
た
め
隣
接
地
羽
生
田
神
社
境
内
96
坪
５
合
を
永
久
に
借
地

し
以
て
校
地
所
広
め
る
の
件
認
可
申
請
の
と
こ
ろ
大
正
５
年
５
月
４
日
付
を
以

て
郡
長
よ
り
許
可
指
定
さ
れ
る
。
…
先
月
号
で
は
校
地
は
広
く
神
社
の
境
内
も

遊
び
に
使
っ
て
も
よ
い
と
記
入
し
た
が
…

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

魂
迎
へ
無
縁
仏
も
灯
し
を
り

半
夏
生
今
日
は
あ
つ
い
と
思
う
こ
と

ビ
ー
犬
や
姿
な
き
小
屋
梅
雨
し
ぐ
れ

風
鈴
の
音
さ
わ
や
か
に
初
夏
の
夜

吟
行
の
湯
宿
の
昼
餉
洗
鯉

砂
遊
び
夢
中
の
ひ
孫
日
焼
け
し
て

掲
額
は
山
の
一
字
や
夏
座
敷

カ
ツ
カ
ツ
と
鳴
っ
て
昭
和
の
扇
風
機

蓮
咲
い
て
水
鏡
し
て
き
そ
い
合
う

刃
こ
ぼ
れ
の
鎌
研
ぐ
里
は
爺
の
夏

【
７
月
号
俳
句
の
訂
正
】

（
誤
）
名
水
の
木
札
ぶ
ら
下
げ
学
咲
け
り

（
正
）
名
水
の
木
札
ぶ
ら
下
げ
額
咲
け
り
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川船河　　　亀山　春吉（92）

羽生田　　　森山　洋子（74）

中　店　　　田巻ツトム（93）

川船河　　　古川　チヨ（83）

下中村　　　山口　公治（60）

上吉田　　　川崎　彌生（90）

中　店　　　山口　ヤス（95）

川船河　　　相田　行威（81）

清水沢　　　 岡　康伯（72）

羽生田　　　五十嵐幸二（87）

俳

　句
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

本
田
上
　
鶴
巻
新
一
路

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

上
　
野
　
吉
田
　
賢
三

上
　
野
　
山
口
　
勘
生

田
上
俳
句
会
　

本
田
上
　
小
柳
白
星
子

田
上
俳
句
会
　

川
ノ
下
　
高
橋
　
玉
舟

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
本
間
　
静
栄

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

田
上
俳
句
会
　

山
　
田
　
渡
辺
　
千
酔

つ
め
草
の
四
ツ
葉
を
み
つ
け
孫
の
顔
あ
っ
た
あ
っ
た
と
し
ぐ
さ
に
幸
が

愛
犬
は
病
お
か
さ
れ
世
を
去
り
し
家
族
悲
し
み
涙
涙
に

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

本
田
上
　
小
柳
　
恒
子

短

　歌
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

川

　柳
（
敬
称
略
、
順
不
同
）

湯
　
川
　
阿
部
　
聆
子

山
　
田
　
加
藤
　
山
里

羽
生
田
　
岡
田
　
尚
久

清
水
沢
　
近
藤
　
健
一

清
水
沢
　
坂
内
　
昇
甫

オ
レ
オ
レ
と
言
っ
て
も
家
は
女
の
子

俺
が
町
住
め
ば
都
だ
か
え
て
こ
い

我
が
菜
園
虫
が
お
先
き
に
味
み
す
る

雨
だ
れ
が
又
一
と
し
づ
く
夏
の
宵

御
尊
影
拝
し
て
爺
は
目
を
つ
ぶ
る

ご結婚おめでとう

お　く　や　み

6／26～7／25届出分、
敬称略

清水沢　　　阿部　和喜・しづな（佐藤）

清水沢　　　馬場　祐輔・裕子（中山）

※掲載希望の有無を役場町民課（総合受付）へお申し出ください。

ふれあい広場は町民のみなさんからの投稿をお待ちしています。

●航空学生（海上・航空）

　応募資格：高校卒業（見込含）から21歳未満の男子、女子

　試 験 日：9月22日（木）

●一般曹候補生（陸上・海上・航空）

　応募資格：18歳以上から27歳未満の男子、女子

　試 験 日：9月16日（金）、17日（土）のうち指定する1日

●自衛官候補生「任期制自衛官」（陸上・海上・航空）

　応募資格：18歳以上から27歳未満の男子、女子

　試 験 日：男子8月22日（月）～24日（水）、9月24日（土）

　　　　　　～26日（月）　※期間内の指定する1日

　　　　　　女子9月24日（土）

●申込締切　9月8日（木）必着

◆問い合わせ：自衛隊新潟地方協力本部

　　　　　　　　　　　 　加茂地域事務所　☎52-5222

◇期　　間　9月28日（水）～平成29年1月18日（水）

◇受講資格　満20歳以上、学歴、性別は問いませ

　　　　　　んが、継続して出席する意欲があり、

　　　　　　健康な方。

◇開講科目　レクリエーション実習Ⅰ

◇受 講 料　3,000円（雑費として徴収）

◇申込期限　8月26日（金）　必着

※申込方法等詳細はお問い合わせください。

◆申込・問い合わせ：

　新潟中央短期大学教務担当　☎52-2120

自衛官採用試験

◇日時　8月27日（土）　午後2時～4時

◇会場　田上町公民館　※入場無料

◇内容　「野口英世物語」（医学博士野口英世のお話）

　　　　ほか全5作品

◆問い合わせ：相田良夫　☎57-5086

第237回 16ミリ映写会

新潟中央短期大学　特別受講生募集

◇日　時　9月11日（日）　　午前9時15分　開場
　　　　　　　　　　　   午前9時30分　開演
◇会　場　加茂文化会館　※入場無料
◆問い合わせ：田上町音楽指導者の会
　　　　　　　　　　　　　　丸山　☎57-4744

　壊れて動かなくなったおもちゃを修理します。
技術料は無料ですが、修理の際、部品代が発生す
る場合があります。
◇日　時　8月28日（日）午後1時～4時
◇会　場　コミュニティセンター
◆問い合わせ：おもちゃ病院にいがた
　　　　　　　　　　　　　　和田　☎57-4860

おもちゃ病院

第17回 フレンドリーコンサート

◇日　時　9月18日（日）　午後1時30分　開場
　　　　　　　　　　　　　　午後2時　開演
◇会　場　田上中学校体育館　※入場無料
◇曲　目　「マードックからの最後の手紙」他
◆問い合わせ：田上中学校　皆木　☎57-2039

田上中学校吹奏楽部
オータムコンサート

◇日　時　9月10日（土）　午前11時～11時30分　
◇会　場　原ヶ崎交流センター
◇対　象　幼児～小学生　※参加費無料
◆問い合わせ：たがみサニープレイス
　　　　　　　　　　　　　　古川　☎53-3473

絵本の読み聞かせ会のご案内

　音声訳とは、視覚から情報を得るのが困難な方
々に広報や本等を、テープやＣＤにしてお届けし、
ご利用いただく活動です。あなたも音声訳を学ん
でみませんか。初心者の方大歓迎です。
◇日　時　9月10日（土）、10月8日（土）
　　　　　午前10時～正午
　　　　　※どちらか１日でも可
◇会　場　加茂市立図書館　※参加費無料
◇講　師　竹内陽子先生（日盲社協音訳指導員）
◆問い合わせ：加茂ともしびの会　☎52-1299

音声訳講習会

【運動会】
◇日時　9月17日（土）　午前8時45分～
◇会場　町民体育館
※未就児レースもあります。（午前9時30分ころ）
　どなたでも参加できますので、お気軽にご参加
　ください。
【未就園児開放日】
◇日時　9月10日（土）、24日（土）、10月1日（土）
　　　　午前9時30分～10時30分
◇内容　「一緒に遊ぼう」その他、自由遊びや楽し
　　　　い活動あり
※この３日間はどなたでも来られる日になってい
　ます。
　この機会に是非親子で遊びに来てください。
※詳しい内容はホームページをご覧ください。
 （http://www.ginzado.ne.jp/~tagami-lutheran/）
◆問い合わせ：田上いずみルーテル幼稚園
　　　　　　　　　　　　　　　　　☎57-2723

ルーテル幼稚園のお知らせ
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羽生田　　　今井　星南（聡・麻央）

川船河　　　五十嵐心羽（裕樹・美香）

下中村　　　小日向　礼（秀・幹子）
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で
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が
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の
後
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て
郡
長
よ
り
許
可
指
定
さ
れ
る
。
…
先
月
号
で
は
校
地
は
広
く
神
社
の
境
内
も

遊
び
に
使
っ
て
も
よ
い
と
記
入
し
た
が
…

投
稿
…
吉
沢
和
平
（
上
野
）

魂
迎
へ
無
縁
仏
も
灯
し
を
り

半
夏
生
今
日
は
あ
つ
い
と
思
う
こ
と

ビ
ー
犬
や
姿
な
き
小
屋
梅
雨
し
ぐ
れ

風
鈴
の
音
さ
わ
や
か
に
初
夏
の
夜

吟
行
の
湯
宿
の
昼
餉
洗
鯉

砂
遊
び
夢
中
の
ひ
孫
日
焼
け
し
て

掲
額
は
山
の
一
字
や
夏
座
敷

カ
ツ
カ
ツ
と
鳴
っ
て
昭
和
の
扇
風
機

蓮
咲
い
て
水
鏡
し
て
き
そ
い
合
う

刃
こ
ぼ
れ
の
鎌
研
ぐ
里
は
爺
の
夏

【
７
月
号
俳
句
の
訂
正
】

（
誤
）
名
水
の
木
札
ぶ
ら
下
げ
学
咲
け
り

（
正
）
名
水
の
木
札
ぶ
ら
下
げ
額
咲
け
り
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町の花
アジサイ

町の木
サクラ

大学連携で田上町を活性化大学連携で田上町を活性化大学連携で田上町を活性化

「いざ全国へ！」「いざ全国へ！」

田上スポーツ協会
空手アカデミー（田上中学校）
全国大会へ出場

昼食

　　冷凍うどん…4玉　　レタス…小1玉

　　ミニトマト…8個　　きゅうり…1本

　オクラ…4本　　コーン缶…1缶

ツナマヨソース

　　ツナフレーク油漬け…1缶（140ｇ）

　　マヨネーズ…大さじ４　　すりおろし玉ねぎ…大さじ４

　しょうゆ…大さじ１　　酢又はレモン汁…大さじ１

作り方 ①うどんは、電子レンジにかけ解凍し水洗いする。

②レタスは食べやすい大きさにちぎり、きゅうりはせん切りに

　　する。オクラは熱湯にくぐらせ、うすい輪切りにする。

　　トマトは半分に切る。

③ツナマヨソースを作る。

　　ボウルに、汁気を切ったツナ缶を入れる。マヨネーズ、すり

　　おろし玉ねぎと調味料を入れて混ぜる。

④器に、うどん、野菜、コーンを盛り付け、ツナマヨソースをか

　　けていただく。

材料
（4人分）

★ツナマヨサラダうどん

みんなで取り組もう！ 田上の食育 役場保健福祉課 ☎57-6112

今年も暑い夏がやってきました。役場庁舎では今年もグリーンカーテンを実施しています。
すくすく育ったゴーヤがたわわに実っています。
採れたゴーヤは来庁された方からお持ち帰りいただける予定ですので、ぜひご賞味ください。

◆町県民税２期

◆国民健康保険税５期
※納税は便利な口座振替がおすすめです！

町 の 人 口（7月31日現在）

世帯数

（前月比）

人　口

（前月比）

人

4,171
± 0

12,205
+ 1

世帯
今 月 の 納 税今 月 の 納 税
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田上レンジャー
（田上町食育推進キャラクター）

夏休みのお昼の定番
メニューにどうぞ！
　　　　ももねより

【担当のコーナー】

【水分】

麦茶
【主食+主菜+副菜】

ツナマヨサラダうどん

【デザート】

桃のヨーグルトかけ
【副菜】

たたききゅうりの梅和え

　〒959-1503　田上町大字原ヶ崎新田3070番地

  田上町役場総務課   57-6222

　メールアドレス　t2223@town.tagami.niigata.jp

■投稿記事あて先／

　７月12日、19日、20日に近隣の大学との連

携協議会が開催されました。平成26年より新

潟薬科大学、新潟経営大学、新潟中央短期大

学と田上町で連携の協定を締結し、活動して

きました。今年度も各事業で連携を行ってお

り、会議では今後の連携の可能性を確認する

など活発な意見が交わされました。

2016

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”
ま　ち

あなたと行政とをむすぶ“情報誌”

広報　たがみまち広報　たがみまち

ま　ち

2016
平成28年

8
No.561

N
o.561
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お手軽野菜レシピお手軽野菜レシピお手軽野菜レシピ子育て応援

　今月は、上野地区食推が夏向きのレシピを紹介します。一皿で、主食・主菜

・副菜が食べられる、サラダ感覚のめん料理です。決めては、新鮮な野菜とす

りおろし玉ねぎが入ったツナマヨソースです。夏休みにお子さんと一緒に作っ

てみませんか。

夏バテ予防の三原則は、「きちんと食事」「適度な運動」

「十分な睡眠」です。暑さで食欲がわきにくい人もい

ると思いますが、朝食は必ずとるようにしましょう。

また、こまめな水分補給にも注意しましょう。


